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ー・動向研究の 3 つに分類した（図 1）。 
多くが実証研究であり、理論研究［稲場 2011；櫻井 2011；矢野 2011；濱





図 1 スタイル（N=35） 
次に実証研究のなかで、どのような分析方法が採択されているかを確認
すると図 2 のようになる。 
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金子 2011、2013；葛西 2011、2012；宮本 2011；高尾 2011；渡辺 2011；山
口 2011；川田 2012；長澤 2012；沖永 2012；白波瀬 2012；辻村 2012；阿久





































が図 3 である。 
 
図 3 領域（理論研究と実証研究のみ N=34） 
ここからうかがえるのは、「災害」［濱田 2011；稲場・黒崎 2011；金子 2011；
葛西 2012；川田 2012；宮本 2011；大原・他 2012；稲場 2013；黒崎・稲場
2013；嶺崎 2013］と「医療福祉」［沖永 2012；白波瀬 2012；岡光 2013；寺
沢・横山 2014；加茂 2015；伍・寺沢 2015；櫻井 2015］、そして特定の活動
領域ではなく複数の活動全般を扱う「全般」［稲場 2011；櫻井 2011；高尾
2011；寺沢 2012；矢野 2011；金子 2013］が多くを占めていることである。
その次に多いのは「平和多文化」［山口 2011；濱田 2014；高橋 2014］、「ネ
ットワーク」［冬月 2012；長澤 2012；濱田 2013；金谷 2013］、「教育文化」
［葛西 2011；阿久津 2013］、「認識」［寺沢 2011；辻村 2012］および「途上
国」［渡辺 2011］である。「地域」「環境」に該当するものは見られなかった。 
対象地域をまとめたのが図 4 である。日本を扱った研究が圧倒的に多い。




































本 2011；高尾 2011；山口 2011；渡辺 2011；辻村 2012；沖永 2012；阿久津




いる［金子 2011；冬月 2012；川田 2012；長澤 2012；白波瀬 2012；大原・

























他 2012；金谷 2013；嶺崎 2013；岡光 2013；櫻井 2015］。全国を対象とした
ものはいずれも調査票調査や「宗教者災害救援マップ」などの量的調査・
空間情報に基づくものである［稲場・黒崎 2011；寺沢 2011；黒崎・稲場 2013；
寺沢・横山 2014；稲場 2015］。 
 
図 5 エリア（実証研究のみ N=30） 
最後にどのような宗教が分析対象とされているのかを確認する（図 6）。
特定の宗教を対象とせず宗教全般を論じたものや複数の宗教を扱ったもの
が多くを占めている［稲場・黒崎 2011 宮本 2011；寺沢 2011；山口 2011；
冬月 2012；沖永 2012；黒崎・稲場 2013；濱田 2014；寺沢・横山 2014；稲
場 2015］。次に伝統仏教（日本の仏教各宗派やチベット仏教）［川田 2012；
長澤 2012；大原・他 2012；辻村 2012］、新宗教（立正佼成会や一貫道、慈
済会、オイスカ）［渡辺 2011；金子 2013；高橋 2014；伍・寺沢 2015］、イス
ラム教［葛西 2011、2012；高尾 2011；阿久津 2013；嶺崎 2013］、キリスト
教［濱田 2011；白波瀬 2012；岡光 2013］、神道［金谷 2014］と続いている。 
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